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Abstract
　When students go to the railroad station for school, they choose to walk or to ride bicycle 
by the difference of the distance from home to the station. Students of 293 were investigated 
whether walking, riding a bicycle or motor-biking, 131 students of walking, 126 of them 
bicycling, 33 of them motor-biking respectively. Measurement of the distance from home to 
the station was performed using a jogging simulator Ver 3.053.  Average distance of walking 
was 0.94 km, then became 1.97 km of bicycling and 4.17 km of motor-biking. Students go to 










Walk or Ride a Bicycle to the Railroad Station ?
― Due to the Difference of Distant, Influence of Selection ―










































料かも記入した。293 名の中で，自宅から最寄りの駅までの移動手段として，徒歩 131 名，
自転車 126 名，モーターバイク 33 名，バス 3 名であった。このうち，バスの 3 名は数が
少ないことで，結果の考察からは除外した。学生は自宅を出て，駅まで徒歩か自転車で行
き，電車に乗り，大学への最寄駅（住道駅，野崎駅）に着き，そこから徒歩，バスで大学











した結果として，Ａ調査者は地図上の半径 500m の平均値は 647m，Ｂ調査者は 615m で
あった。また，1000m ではＡ調査者は 1347m，Ｂ調査者は 1249m であった。地図上の直
線距離 500m は実際の道路を歩くと，2 人の測定した平均値は 631m となり，また二人の
測定の差異は 20m 以内のものであった。直線距離 1000m では実際の道路ではＡ調査者








均値は 0.94km±0.49km，自転車では 1.97km±1.20km，モーターバイクでは 4.17km±
2.61km，バスでは 5.69km±2.94km となった。この結果による概略的な距離として，徒
歩では 1 km（X ＝ 0.94km），自転車では 2 km（X ＝ 1.97km），さらに離れると（4km），
モーターバイクで通学するようになるといった結果が示された。徒歩 1 km, 自転車 2km,
バイク 4km という数字がどのような分布を示すかということを検討するために，距離と
3 種類の通学手段（徒歩，自転車，モーターバイク）を頻度別に考察した（図 1）。その結
No.of Subjects Mean   km S.D.
Walking 131 0.94 0.49
Bicycling 126 1.97 1.20
Motorcycling 33 4.17 2.61









































































これとは反対に，駅から 3000m 以上離れたところから，自転車を利用する学生が 19 名（15
％）いた。この人たちは調査結果から判断すれば，自転車からモーターバイクを選択する
ことになるが，自転車に乗ることがこの人たちには通学手段として通常のものとして理解
しているようだ。徒歩の結果を見直すと，131 名中 16 名（12％）の学生は 1400m 以上離
れても歩いて通学している。すなわち，日常生活の中で大学に通学するということで，30
分間以上の歩くという身体運動を行っていることを意味している。たとえ歩かなければな
らないということでも，学生時代に積極的にからだを動かすことが日常生活のなかで身に
ついていくということはすばらしいことである。健康の維持向上に歩くということが有意
義なものであり，もっとも身近に行える身体運動であることを通学手段のなかで見出すよ
うな学生を増やしていくにはどうしたら良いのかが，次の課題になるだろう。
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